
DA-103-30

このたびは、TOAデスク型放送設備をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

正しくご使用いただくために、必ずこの取扱説明書をお読みになり、末長くご愛用くださいますようお願い申し上

げます。

デスク型放送設備 DA-101-10
DA-101-20
DA-101-30
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DA-102-30
DA-103-30

取扱説明書
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● ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保存してください。

ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号について

表示について

安全上のご注意

分解禁止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりすると、火
災・感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。

禁　止

液体の入った容器や小さな金属物を上に置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

万一、異常が起きたら
次の場合、電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
●煙が出ている、変なにおいがするとき
●内部に水や異物が入ったとき
●ケースを破損したとき
●電源コードが傷んだとき（心線の露出、断線など）
●音が出ないとき

注　意

接触禁止

雷が鳴ったらさわらない
雷が鳴り出したら、電源コードにはさわらないでください。感電の原因となり
ます。

注　意 禁　止分解禁止 接触禁止

注意を促す記号 行為を禁止する記号

警告 誤った取り扱いをしたとき、人が死亡または重傷に結びつく
可能性のあるもの。



4

注　意

電源プラグやコンセント部の掃除を
電源プラグを差してあるコンセント部にほこりがたまると、火災の原因となる
ことがあります。定期的にコンセント部の掃除をしてください。
また、電源プラグは根元まで差し込んでください。

お手入れの際、長期間使用しない場合の注意
お手入れのときや長期間本機をご使用にならないときは、安全のため電源スイ
ッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
感電・火災の原因となることがあります。

電源プラグ
を抜け

禁　止

製品の上に乗らない
本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。
倒れたり、落ちたりして、けがの原因となることがあります。

注　意

定期的に内部の掃除を
内部の掃除については、販売店にご相談ください。
内部にほこりがたまったまま長い間掃除をしないと、火災の原因となることが
あります。

禁　止

上に重いものを置かない
バランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

禁　止

長時間、音が歪んだ状態で使わない
スピ－カが発熱し、火災の原因となることがあります。

注意 誤った取り扱いをしたとき、人が傷害または物的損害に結び
つく可能性のあるもの。
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概　要

特　長

使用上のご注意

● マイク放送に適した単一指向性マイクロホンを採用しています。
●上り4音、下り4音のチャイムを内蔵しています。
●操作スイッチには表示灯を備えており、動作状態が一目で分かるようになっています。
●電源スイッチを操作しなくても、別売の業務用リモートマイクロホンRM-1100やRM-200Fから放送がで
きます。（電源リモート機能）

●ジャンクションパネルDJ-031にダイオードマトリクスボードキットDB-014（別売品）を組み込むと、グ
ループ放送ができます。

●取付工事は販売店におまかせください。
機器の移動や別売ユニットの設置工事は販売店にお申し付けください。

●お手入れのしかた
清掃は必ず電源を切ってから、乾いた柔らかい布でふいてください。汚れがひどい場合は、水でうすめた
中性洗剤をしみ込ませた布を使用してください。化学ぞうきんをご使用の際はその注意書きに従ってくだ
さい。ベンジンやシンナーは絶対に使用しないでください。

付属説明書の構成
本機には次の説明書が付属しています。
お客様の目的により、必要な説明書をお読みください。

学校などの放送室に設置し、音声放送を行うためのデスク型放送設備の専用操作卓で、様々な入力ソースに
対応でき、多様な放送が可能です。

取扱説明書

設置説明書
・設置
・接続
・調節、設定

本書
操作に関する部分のみ記載しています。

・放送
・モニタ
・録音
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各部の名称とはたらき

ラジオチューナ部（        P. 14「ラジオチューナ部の名称とはたらき」） 

● モニタ機器選択部 

モニタ機器選択部（下図参照） 

５ 
１ 
２ 

３ 
４ 

３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３8

２４ 
２５ 

２６ 

２１ 

２０ 

３０ 

２７ 

２８ 

２９ 

３１  

２２ １９ ２３ 

７ 

８ １２ 

９ 

１０ １１ ６ 

１３ 

１４ 

１５ １６ 

１７ 

１８ 

［DA-101（図はDA-101-30）］

※ ～ はDA-101、DA-102、DA-103に適用します。（ P. 8）

※ ～ は、DA-101のみに適用します。（ P. 9）３８ ２４ 

２３ １ 
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５０ 

４２ 

４５ 

４６ 

５３ ５２ ５１ ３９ 

ラジオチューナ部（        P. 14「ラジオチューナ部の名称とはたらき」） 

１７ 

７ 

８ 

９ 

１０ １１ １９ 

２０ 

モニタ機器選択部（下図参照） 

● モニタ機器選択部 

１３ 

１２ 

１４ 

１５ １６ 

４３ 

４４ 

４９ ４８ 

５ 
１ 
２ 

３ 
４ 

２１ 

４７ ４１ ４０ 

２２ ２３ １８ ６ 

［DA-102、DA-103（図はDA-103-30）］

※ ～ はDA-101、DA-102、DA-103に適用します。（ P. 8）

※ ～ はDA-102、DA-103に適用します。（ P.10）５３ ３９ 

２３ １ 
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■ DA-101、DA-102、DA-103共通

スタジオ連絡スイッチ
アナウンスマイク⑨でスタジオ連絡をするとき
に押します。

スタジオ連絡音量調節器
スタジオ連絡の音量を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

チャイムスイッチ［▲▼］
呼び出しチャイムを鳴らすときに使用します。
上り4音チャイムと下り4音チャイムを鳴らすこ
とができます。

チャイム音量調節器（アナウンスマイク放送用）
アナウンスマイク放送時の、上り4音チャイムと
下り4音チャイムの音量をまとめて調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

チャイム音量調節器（ワンタッチ放送用）
ワンタッチ放送時の、上り4音チャイムと下り4
音チャイムの音量をまとめて調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

ワンタッチスイッチ
このスイッチを押すと、アナウンスマイク⑨に
よる一斉放送ができます。

このスイッチ押すと、電源スイッチ⑳に関係な
く電源が入ります。

ワンタッチ表示灯
ワンタッチスイッチ⑥による放送中に点灯（赤
色）します。

ワンタッチ音量調節器
ワンタッチスイッチ⑥による放送時のアナウン
スマイクの音量を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

アナウンスマイク
放送用のマイクロホンです。

アナウンスマイク音量つまみ
アナウンスマイクの音量を調節します。

ワンタッチスイッチ⑥による放送のときは、こ
のつまみによる音量調節に関係なく、ワンタッ
チ音量調節器⑧で調節された音量となります。

マイク音量つまみ［1～3］
マイク入力端子に接続されたマイクロホンの音
量を調節します。

演奏機器音量つまみ［1～4］
演奏機器入力に接続された機器の音量を調節し
ます｡

演奏機器モニタスイッチ［1～4］
演奏機器入力に接続された機器の音声をモニタ1
出力に送出するときに押します。

演奏機器モニタ表示灯［1～4］
演奏機器モニタスイッチ⑬を押すと点灯（緑色）
します。

ラジオモニタスイッチ
ラジオチューナの音声をモニタ1出力に送出する
ときに押します。

ラジオモニタ表示灯
ラジオモニタスイッチ⑮を押すと点灯（緑色）
します。

モニタ1切換スイッチ
モニタ1の入力を各演奏機器入力に接続された演
奏機器および内蔵ラジオチューナの音声、また
は系統出力で切り換えます。

モニタ1音量つまみ
モニタ1出力の音量を調節します。

モニタ2音量つまみ
モニタ2出力の音量を調節します。

電源スイッチ
押すと電源が入り、もう一度押すと電源が切れ
ます。

ワンタッチスイッチ⑥での放送時および業務用
リモートマイクロホンRM-1100・RM-200Fから
の放送時は、このスイッチに関係なく電源が入
ります。

電源表示灯
電源が入ると点灯（緑色）します。

本機作動中表示灯
本機からの放送中に点灯（緑色）します。

他機作動中表示灯
本機以外の機器から放送されているときに点灯
（緑色）します。

２３ 

２２

２１

メ　モ

２０ 

１９ 

１８

１７ 

１６

１５

１４

１３

１２

１１

メ　モ

１０ 

９ 

８ 

７ 

メ　モ

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 
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■ DA-101のみ

録音出力1・ラジオスイッチ
録音出力1に内蔵ラジオチューナの音声を出力す
るときに押します。

録音出力1・ラジオ表示灯
録音出力 1・ラジオスイッチ を押すと点灯
（緑色）します。

録音出力1・系統出力スイッチ
録音出力1に系統出力の音声を出力するときに押
します。

録音出力1・系統出力表示灯
録音出力1・系統出力スイッチ を押すと点灯
（緑色）します。

録音出力2・ラジオスイッチ
録音出力2に内蔵ラジオチューナの音声を出力す
るときに押します。

録音出力2・ラジオ表示灯
録音出力 2・ラジオスイッチ を押すと点灯
（緑色）します。

録音出力2・系統出力スイッチ
録音出力2に系統出力の音声を出力するときに押
します。

録音出力2・系統出力表示灯
録音出力2・系統出力スイッチ を押すと点灯
（緑色）します。

主音量つまみ
アナウンスマイク⑨や入力機器の音量をまとめ
て調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

低音音質調節つまみ
低音域の音質を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

高音音質調節つまみ
高音域の音質を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

出力レベルメータ
出力の大きさを表示します。

メータが赤に点灯しないよう、出力レベルを主
音量つまみなどで調節してください。

一斉放送スイッチ
本機から一斉放送するときに押します。
一斉放送が終了したときは、もう一度押します。

一斉放送表示灯
一斉放送スイッチを押すと点灯（緑色）します。

スピーカ選択スイッチ
本機から個別放送するときに押します｡
放送終了後は、もう一度同じスイッチを押します。
各スイッチには表示灯があり、スイッチを押す
と点灯（緑色）し、もう一度押すと消灯します。

３８ 

３７ 

３６ 

ご注意

３５ 

３４ 

３３ 

３２ 

３０ 
３１

３０ 

２８ 
２９ 

２８ 

２６ 
２７ 

２６ 

２４ 
２５ 

２４ 



系統選択部（ ～ ）、録音出力選択部（ ～ ）、系統出力部（ 、 、 ）の各スイッチには
表示灯があり、スイッチを押すと点灯し、もう一度押すと消灯します。

※ 表示灯の点灯色
系統1の表示灯：緑色
系統2の表示灯：黄色
系統3の表示灯：橙色（DA-103のみ）

５３５２４７ ４６ ４３ ４２ ３９ 
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■ DA-102、DA-103共通

アナウンスマイク出力系統選択スイッチ

アナウンスマイクによる放送をどの系統に出力
するかを選択します。

マイク出力系統選択スイッチ［1～3］

マイク入力端子（1～3）に接続されたマイクロ
ホンによる放送をどの系統に出力するかを選択
します。

演奏機器出力系統選択スイッチ［1～4］

演奏機器入力（1～4）に接続された機器による
放送をどの系統に出力するかを選択します。

系統モニタ選択スイッチ

どの系統出力をモニタするかを選択します。

録音出力1・ラジオスイッチ

内蔵のラジオチューナの音声を録音出力1に送出
します。

録音出力1・系統選択スイッチ

どの系統を録音出力1に出力するかを選択します。

録音出力2・ラジオスイッチ

内蔵のラジオチューナの音声を録音出力2に送出
します。

録音出力2・系統選択スイッチ

どの系統を録音出力2に出力するかを選択します。

ラジオ系統選択スイッチ

内蔵のラジオチューナの音声をどの系統に出力
するかを選択します。

主音量つまみ

アナウンスマイク⑧や入力機器の音量をまとめ
て調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

低音音質調節つまみ

低音域の音質を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

高音音質調節つまみ

高音域の音質を調節します。
右に回すと、音量が大きくなります。

出力レベルメータ

出力の大きさを表示します。

メータが赤に点灯しないよう、出力レベルを主
音量つまみなどで調節してください。

一斉放送スイッチ

本機から一斉放送するときに押します。
一斉放送が終了したときは、もう一度押します。

スピーカ選択スイッチ

本機から個別放送するときに押します｡
放送終了後は、もう一度同じスイッチを押します。

５３ 

５２ 

ご注意

５１

５０ 

４９ 

４８ 

４７ 

４６ 

４５ 

４４ 

４３ 

４２ 

４１

４０ 

３９ 



11

操作の前に
●音量の調節を確認します。
・マイク放送の音量やその他の入力機器の音量は、あらかじめ設置時に調節しておいてください。
その都度音量を調節しなくて済みます。

・音量のめやすを示すマーキングシールを各操作つまみなどの近くに貼ってご使用ください。
詳しくは「マーキングシールの使用例」（ P. 25）をお読みください。

●放送の優先順位があります。
・本機は放送の内容によって入力の優先順位を設定してあります。
詳しくは「放送の優先順位」（ P. 20）をお読みください。

放送のしかた

■マイク放送のしかた

●アナウンスマイク放送

1、8

2

3

4

5

6
7

一斉放送スイッチ 

1. 電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2. 放送先の系統を選択します。（DA-102、DA-103のみ）
→選択された系統表示灯が点灯します。

3. 放送先のスピーカ選択スイッチを押します。
→スピーカ選択表示灯が点灯します。

一斉放送するときは、それぞれの系統の一斉放送スイッチを押します。
→一斉放送表示灯が点灯します。



12

4. 音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール（ ）の位置まで上げます。

5. チャイムスイッチ（▲）を押します。
6. チャイムが鳴り終わったら、アナウンスマイクで放送します。

チャイムが鳴っている間は、アナウンスマイクからの放送はできません。

7. 放送が終わったら、チャイムスイッチ（▼）を押します。
8. チャイムが鳴り終わったら、電源スイッチを押します。

→電源が切れ、すべての表示灯が消灯します。

※アナウンスマイク音量つまみやその他のスイッチを元の状態に戻します。

●ワンタッチ放送

ワンタッチスイッチを使うと、他のスイッチ操作をしないでアナウンスマイクからの一斉放送ができます。

メ　モ

31、5

2

4

1. ワンタッチスイッチを押します。
→ 電源が入り、電源表示灯、ワンタッチ表示灯、一斉放送表示灯、アナウンスマイク出力系統表示灯
（DA-102、DA-103のみ）が点灯します。

ワンタッチスイッチはロック式ですので、スイッチから手を放しても放送できます。

2. チャイムスイッチ（▲）を押します。
3. チャイムが鳴り終わったら、アナウンスマイクで放送します。

チャイムが鳴っている間は、アナウンスマイクからの放送はできません。

4. 放送が終わったら、チャイムスイッチ（▼）を押します。
5. チャイムが鳴り終わったら、ワンタッチスイッチを押します。

→電源が切れ、すべての表示灯が消灯します。

ワンタッチスイッチでの放送時は、アナウンスマイク音量つまみおよび主音量つまみは使えません。
音量はワンタッチ音量調節器で調節してください。

ご注意

メ　モ

メ　モ
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●外部マイク放送

スタジオなどのマイクロホンで放送します。

1、5

2 3

4

一斉放送スイッチ 

1. 電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2. 放送先の系統を選択します。（DA-102、DA-103のみ）
→選択された系統表示灯が点灯します。

3. 放送先のスピーカ選択スイッチを押します。
→スピーカ選択表示灯が点灯します。

4. 音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール（ ）の位置まで上げます。

5. 外部マイク放送が終わったら、電源スイッチを押します。
→電源が切れ、すべての表示灯が消灯します。

※マイク音量つまみやその他のスイッチを元の状態に戻します。

一斉放送するときは、それぞれの系統の一斉放送スイッチを押します。
→一斉放送表示灯が点灯します。
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■■ラジオ放送のしかた
●● ラジオチューナ部の名称とはたらき

①

周波数AM/FMバンド表示 メモリ番号

②

④

⑤

③

⑥

①	周波数、メモリ番号、AM/FMバンド表示部
受信周波数、メモリ番号、および AM/FMバンド
を表示します。この表示が点灯しているとき、ラ
ジオが動作します。

②	選局スイッチ［▲ ▼］
放送局を選ぶときに押します。

※	「受信のしかた」（ P.15）をお読みください。

③	メモリ選択スイッチ
メモリするとき、メモリしている放送局を選ぶと
きに押します。

※	「メモリのしかた」「受信のしかた」（ P.15）
をお読みください。

④	AM/FMバンド切換スイッチ
受信するバンドを切り換えるときに押します。押
すたびにAM放送と FM放送が切り換わります。

※	受信バンドは、AM/FM バンド表示部に表示され
ます。

⑤	ラジオ入／切スイッチ
このスイッチを押すと、表示部①に表示が出てラ
ジオが動作します。

⑥	ラジオ音量調節つまみ
ラジオの音量を調節します。
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●● 受信のしかた

●● メモリのしかた

周波数

AM/FMバンド表示
1

2

4

3-2：メモリ選択スイッチ

3-1

23

1

1.	入／切スイッチを押して、ラジオを動作させます。

2.	AM 放送か FM 放送かを選択します。スイッチを押すたびに、AM/FM バンド表示が切り換わります。

3.	聞きたい放送局を選びます。

3-1.	メモリしていない放送局を選ぶ場合

受信周波数を低くするには「▼」スイッチ、受信周波数を高くするには「▲」スイッチを押します。
「▼」または「▲」スイッチを 2 秒以上押すと AM は 9 kHz、FM は 0.1 MHz ステップで自動的に周波数が
変わり、受信すると、その周波数で止まります。

3-2.	メモリしている放送局を選ぶ場合

メモリ選択スイッチを押して、記憶させた局を呼び出します。

4.	音量を調節します。

1.	記憶させたい放送局（周波数）を受信します。

2.	記憶させたいメモリ選択スイッチの番号（1 〜 5）を 3 秒以上押します。

→ 受信中の放送局（周波数）がメモリされます。

3.	表示部にメモリ番号が表示されます。

※ AM 放送、FM 放送それぞれ 5 局までメモリできます。
※ 記憶させた局は、メモリ選択スイッチを押すだけで呼び出すことができます。
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●ラジオ放送

一斉放送スイッチ 2 3 4 5

1、7

1. 電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2. ラジオチューナ部を操作し、放送する局を選びます。
※「受信のしかた」「メモリのしかた」（ P.15）をお読みください。

3.音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール（ ）の位置まで上げます。

4.放送先の系統を選択します。（DA-102、DA-103のみ）
→選択された系統表示灯が点灯します。

5. 放送先のスピーカ選択スイッチを押します。
→スピーカ選択表示灯が点灯します。

6.ラジオ放送が始まります。
7.放送が終わったら、電源スイッチを押します。

→電源が切れ、すべての表示灯が消灯します。

※ラジオ音量調節つまみやその他のスイッチを元の状態に戻します。

一斉放送するときは、それぞれの系統の一斉放送スイッチを押します。
→一斉放送表示灯が点灯します。
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■演奏機器を使った放送のしかた

1. 本機の電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2. 演奏機器（CDプレーヤ、カセットデッキなど）の電源を入れます。
3. 放送先の系統を選択します。（DA-102、DA-103のみ）

→選択された系統表示灯が点灯します。

4. 放送先のスピーカ選択スイッチを押します。
→スピーカ選択表示灯が点灯します。

5. 音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール（ ）の位置まで上げます。

6. 演奏機器を再生します。
→放送が始まります。

7. 放送が終わったら、本機の電源スイッチを押します。
→電源が切れ、すべての表示灯が消灯します。

※ラジオ音量調節つまみやその他のスイッチを元の状態に戻します。

※演奏機器の操作方法は、その機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

一斉放送するときは、それぞれの系統の一斉放送スイッチを押します。
→一斉放送表示灯が点灯します。

一斉放送スイッチ 

演奏機器 

1、7

3
2、6

4

5
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■ 業務用リモートマイクロホンRM-1100からの放送のしかた
RM-1100の操作方法は、RM-1100に付属の取扱説明書をご覧ください。

RM-1100からの放送時は、本機の電源スイッチを操作する必要はありません。（電源リモート機能）

1. RM-1100の電源スイッチを押します。
2. RM-1100のスピーカ選択スイッチまたは一斉放送スイッチを押し、放送先を選択します。

→ 本機（DA-101/-102/-103）の電源が入り、電源表示灯が点灯します。（事前に本機の電源が入ってい
なかったとき）

→本機の他機作動中表示灯が点灯します。

※この時点で、本機はRM-1100の動作に切り換わります。

※ 手順1.の前に、RM-1100で放送先が選択されていた場合は、RM-1100の電源スイッチを入れた時点
で、本機はRM-1100の動作に切り換わります。

3. RM-1100のチャイムスイッチを押します。
→本機に内蔵のチャイムが鳴ります。

※ RM-1100で鳴らせるチャイムは、上り4音チャイムだけです。

4.チャイムが鳴り終わったら、RM-1100のマイクスイッチを押しながらマイクロホンで放送します。
5. 放送が終わったら、マイクスイッチを離しRM-1100の電源スイッチを押します。

→本機の電源が切れ、電源表示灯が消灯します。（手順2.の前に、本機の電源が入っていないとき）

→本機の他機作動中表示灯が消灯します。

※この時点で、本機はRM-1100の動作から本機の動作に戻ります。

DA-102/-103でリモートマイクロホンからの放送中は、リモートマイクロホンで選択したスピーカ

回線が含まれている系統以外への放送が中断されます。

［例：リモートマイクロホンから系統1に含まれる回線を選択し、動作させた場合］

重　要

メ　モ

系統 1

系統 2

系統 3 本機（カセット）放送中 

本機（CD）放送中 本機（CD）放送中 （無音） 

（無音） 

本機（カセット）放送中 本機（カセット）放送中 リモートマイクから放送中 

本機（カセット）放送中 

リモートマイク 
回線選択 

リモートマイク 
回線選択解除 
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■ 卓上型リモートマイクロホンRM-200Fからの放送のしかた
RM-200Fの操作方法は、RF-012に付属の取扱説明書をご覧ください。

RM-200Fからの放送時は、本機の電源スイッチを操作する必要はありません。（電源リモート機能）

RM-200Fからグループ放送をするときは、リモートマイクI/FパネルRF-012（別売品）にダイオードマトリ
クスボードキットDB-014（別売品）を組み込んでください。

1. RM-200Fの回線選択キーまたは一斉放送キーを押し、放送先を選択します。
→ 回線選択キーが1つ押された時点で本機（DA-101/-102/-103）の電源が入り、電源表示灯が点灯しま
す。

→本機の他機作動中表示灯が点灯します。

※この時点で、本機はRM-200Fの動作に切り換わります。

2. RM-200Fのチャイムキーを押します。
→本機に内蔵のチャイムまたはRM-200Fに内蔵のチャイムが鳴ります。

※ RM-200Fでオートチャイム機能を設定しているときは、チャイムキーは使用しません。

3.チャイムが鳴り終わったら、RM-200Fの放送スイッチを押しながらマイクロホンで放送します。
※ RM-200Fでオートチャイム機能を設定しているときは、RM-200Fの放送スイッチを押した時点でチ
ャイムが鳴ります。

4. 放送が終わったら、RM-200Fの放送復旧キーを押します。
→本機の電源が切れ、電源表示灯が消灯します。（手順1.の前に、本機の電源が入っていないとき）

→本機の他機作動中表示灯が消灯します。

※この時点で、本機はRM-200Fの動作から本機の動作に戻ります。

メ　モ
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説　明

・最優先で他の放送によりカッ
トされません。

・チャイム放送などに使用します。

・優先順位1にカットされ、優先
順位3以下をカットします。

・優先順位2以上にカットされ、
優先順位4以下をカットします。

・優先順位3以上にカットされ、
優先順位5をカットします。

・優先順位4以上にカットされま
す。

■放送の優先順位

本機の放送には優先順位があります。
・優先順位の高い放送が始まると、優先順位の低い放送はカットされます。
・優先順位の同じ入力はミキシングされ、同時に放送されます｡

優先順位1

優先順位2

優先順位3

優先順位4

優先順位5

放　送

タイマ（一斉放送）

卓上型リモートマイク
ロホンRM-200F（別売）

10局リモート
マイクRM-1100（別売）

ワンタッチ（一斉放送）

アナウンス
マイク

ラジオ

外部マイク

外部マイク

演奏機器

音声入力

タイマ端子

リモコン端子

リモコン端子

アナウンス
マイク

アナウンス
マイク

（内蔵ラジオ
チューナ）

マイク
1、2、3入力

ミキサ

演奏機器
1～4入力

制御入力

タイマ端子
（DJ-031前面）

RF-011 制御コネク
タ（DJ-031後面）

リモートマイク端子
（DJ-031前面）

（本機内部スイッチ）

なし

なし

なし

なし

なし

作動中表示

他機

他機

他機

本機

本機

優
先
度

高
い

低
い

DA-102/-103でリモートマイクロホンからの放送中は、リモートマイクロホンで選択したスピーカ

回線が含まれている系統以外への放送が中断されます。

［例：リモートマイクロホンから系統1に含まれる回線を選択し、動作させた場合］

重　要

系統 1

系統 2

系統 3 本機（カセット）放送中 

本機（CD）放送中 本機（CD）放送中 （無音） 

（無音） 

本機（カセット）放送中 本機（カセット）放送中 リモートマイクから放送中 

本機（カセット）放送中 

リモートマイク 
回線選択 

リモートマイク 
回線選択解除 
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モニタのしかた
モニタは、モニタ出力に接続されたスピーカで行います。
モニタは2系統あり、モニタ1・モニタ2でそれぞれはたらきが異なります｡

●モニタ1
演奏機器およびラジオチューナの音声を放送する、しないにかかわらずモニタできます。
切換スイッチで系統出力のモニタに切り換えることができます。

●モニタ2
系統出力をモニタできます。
スタジオ連絡スイッチを押している間は、系統出力のモニターを中断します。

■放送中の音をモニタする

●モニタ１を使用する場合

1. 放送を行います。
2. モニタ1切換スイッチを系統出力側にします。
3. 系統モニタ選択スイッチでモニタする系統出力を選択します。
（DA-102、DA-103のみ）

→選択された系統表示灯が点灯します。

4. モニタ1音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール
（ ）の位置まで上げます。

●モニタ2を使用する場合

1. 放送を行います。
2. 系統モニタ選択スイッチでモニタする系統出力を選択します。
（DA-102、DA-103のみ）

→選択された系統表示灯が点灯します。

3. モニタ2音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール
（ ）の位置まで上げます。

3

2

4

2

3
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■演奏機器やラジオをモニタする

1. 演奏機器を再生するか、ラジオを動作させます。
2. モニタ1切換スイッチを演奏機器／ラジオ側にします。
3. 演奏機器やラジオをモニタします。
3-1. ラジオをモニタする場合

ラジオモニタスイッチを押します。

→ラジオモニタ表示灯が点灯します。

3-2. 演奏機器（CDプレイヤ、カセットデッキなど）をモニタする場合

接続された演奏機器に対応する演奏機器モニタスイッチを押します。

→演奏機器モニタ表示灯が点灯します。

4. モニタ1音量つまみを、あらかじめ設定したマーキングシール（ ）の位置まで上げます。

23-13-2

4

スタジオ連絡のしかた

スタジオ連絡 
音量調節器 

スタジオ連絡 
スイッチ 

アナウンスマイク 

本機のアナウンスマイクを使ってスタジオに連絡ができます。

スタジオ連絡中は、モニタ2からのモニタ音が中断されます。

1. スタジオ連絡スイッチを押しながら、本機のアナウンス
マイクで話します。

2. 連絡が終わったら、スタジオ連絡スイッチを放します。

スタジオ連絡では、アナウンスマイク音量つまみは使えません。
音量は、スタジオ連絡音量調節器で調節してください。

ご注意

メ　モ
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録音のしかた

■ラジオを録音する

本機からの放送中でも、ラジオ放送をスピーカから出力せずに録音することができます。

カセットデッキ 

1

3

4、52

1. 電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2. ラジオチューナ部を操作し、録音する局を選びます。
※「受信のしかた」「メモリのしかた」（ P.15）をお読みください。

3.録音出力1・ラジオスイッチまたは録音出力2・ラジオスイッチを押します。
※カセットデッキが接続されている録音出力を選択してください。

4.録音レベルをカセットデッキで調節します。
ラジオチューナの音量つまみや主音量つまみで、録音出力の大きさは調節できません。

5. カセットデッキで録音を開始します。
ご注意
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■放送の内容を録音する

本機から放送中の音声を録音することができます。

録音するカセットデッキが演奏機器入力に接続されている場合は、対応する演奏機器音量つまみを
「0」にしてください。突然大きな音が出て故障の原因になることがあります。

ご注意

カセットデッキ 

1

2

4、5

1. 電源スイッチを押します。
→電源が入り、電源表示灯が点灯します。

2.録音出力１・系統選択スイッチまたは録音出力2・系統選択スイッチで録音する系統出力を選びます。
※カセットデッキが接続されている録音出力を選択してください。

3.放送を行います。
4. 録音レベルをカセットデッキで調節します。

主音量つまみで録音出力の大きさは調節できません。

5. カセットデッキで録音を開始します。
ご注意



25

付属シールの使いかた

■マーキングシールの使用例
● 付属のマーキングシールは操作つまみの名称、各関連機器の接続表示および適正音量の位置、操作手順な
どを示すときに使用してください。

●貼り付ける場所によって、黒いシールと白いシールを使い分けてください。
●シールは裏が粘着テープになっていますので、台紙からはがしてそのまま必要な箇所に貼ってください。

■スピーカ設置場所の表示

シール貼り付け枠の寸法は下図のとおりです。
市販のラベラーなどを別途手配するときの参考にしてください。

入力機器などの絵表示として使用します。

入力機器名称などに使用します。

セットしたままで、動かしてはいけない所に使用します。

操作手順を示したい所に使用します。 マーキングシール

音量調節の完了したつまみの適正位置表示に使用します。

音量調節の完了したつまみの
適正位置表示に使用します。

237

12

12

33 180

20

（単位 : mm） 
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カセットデッキなどの録音機器側で
録音レベルを調節してください。

電源プラグを一度抜いて、再度コンセ
ントに差し込みます。

音量つまみを適切な位置にしてくだ
さい。

主音量つまみを適切な位置にしてく
ださい。

放送系統選択スイッチを押して系統
を選択します。

音量つまみを適切な位置にしてくだ
さい。

ラジオ系統選択スイッチを押して系
統を選択します。

販売店にご相談ください。

モニタ音量つまみを適切な位置にし
てください。

放送系統選択スイッチを押して系統
を選択します。

スタジオ連絡が終わればモニタでき
ます。

録音したいソースの録音出力スイッ
チを押してください。

録音機器の接続されている系統を選
択してください。

・選局スイッチ（▲▼）を押して聞き
たい放送局の周波数に合わせます。

・メモリ選択スイッチを押して聞き
たい放送局を選択します｡

・モニタ選択スイッチを正しく設定
してください。

・モニタしたい機器のモニタスイッ
チを押してください。

優先順位の高い放送が終了してから
放送してください。（ P.20）

故障かな？と思ったら
以下の説明にしたがって処置してください。
本機の機能が回復せず、アフターサービスが必要なときには、お買い求めの販売店にご相談ください。

症　状 点検項目 処　置

電源スイッチを押しても
電源表示灯が点灯しない
（電源が入らない）。

電源プラグがコンセントから抜けて
いませんか？

入力に対応した音量つまみが「0」に
なっていませんか？

主音量つまみが「0」になっていませ
んか？

系統選択をしていますか？
（DA-102、DA-103の場合）

優先順位の高い放送がされていませ
んか？

音量つまみが「0」になっていません
か？

ラジオ系統は選択していますか？
（DA-102、DA-103の場合）

受信周波数は放送局の周波数に合っ
ていますか？

ラジオアンテナは接続されています
か？

モニタ音量つまみが「0」になってい
ませんか？

系統選択をしていますか？
（DA-102、DA-103の場合）

モニタ選択スイッチやモニタスイッ
チは正しく設定されていますか？

スタジオ連絡スイッチが押されてい
ませんか？

録音出力スイッチは押されています
か？

録音出力スイッチは1、2を間違えて
いませんか？

録音レベルは合っていますか？

音が出ない。

ラジオが受信できない。

モニタができない。

録音ができない。
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